
令和７年１月７日（火） ３学期始業式 校長の話 

 

みなさん、おはようございます。新年、あ

けましておめでとうございます。今年もよ

ろしくお願いします。令和７年、蛇年、記念

すべき一発目のアレを叫びます。みなさん、

元気ですか！？元気があれば、始業式がで

きる。 

ということで、校長先生が２学期の終業

式に出した６つの宿題を覚えていますか？

これです。１つずつ言ってださい。三点固定。

起きる時刻。寝る時刻。勉強する時間。三つ

の習慣。あいさつ。そうじ。はきものそろえ。

がんばったものに手を挙げてください。・・・

６つ全部がんばった人？ 

これら６つの宿題の目的は、３学期、元気

にスムーズにスタートして、新たな挑戦に備

えることでした。 

さて、令和７年は蛇年。巳年とも言います。

蛇はまず、執念深い動物といわれています。

一度巻き付いたら離れない。つまり、これは、

ねばり強さを表していると言えます。また、

蛇は何回も脱皮します。脱皮というのは皮を



脱ぐということです。脱皮のたびに大きく成

長します。ねばり強くがんばって成長する令

和７年にしたいですね。 

そこで、蛇道プロジェクトです。今年、自

分で挑戦したいことを一人一人が決めてい

ます。例えば「手を挙げて発表する」「二重

跳びが６０回以上できる」「先にあいさつを

する」など、挑戦することを書いています。 

さて、そこで校長先生が、「挑戦して成長

するために大事なことを３つ」考えている

ので聴いてください。３つとも「～ない」と

「ない」を付けます。１つめ、「○○ない」。

何でしょうか。「にげない」です。何から逃

げないのか。「むずかしいこと、つらいこと、

めんどうくさいこと」などです。まず、これ

らから逃げたら挑戦もせずに終わるという

ことです。挑戦もしていないのに成長でき

るはずもありません。 

２つめです。「○○ない」です。何でしょう

か。「まけない」です。何に負けないのか。「自

分の弱さ」にです。「やっぱり、もうやめてお

こう」とか「今日はゲームしたいからやめよ

う」とか、なんか勝手に理由を付けて自分の弱さに負けないでほしいとい



うことです。 

３つめです。「○○○○ない」です。何で

しょうか。ひらがなが４文字が入ります。

「あきらめない」です。まさにねばり強く

取り組んで、できないからと言って、すぐ

あきらめないことです。 

「ここで１つ、気を付けないといけない

ことは、「むずかしいこと」「つらいこと」

「めんどうくさいこと」は、みなさんの目

の前を一瞬で通り過ぎるということです。授業で発表するチャンスが巡っ

てきたと思ったら、そこですぐ手を挙げないと終わりです。先にあいさつ

をするチャンスも、人に会ったらすぐしないと一瞬でそのチャンスは通り

過ぎます。二重跳びにしても、授業で一日中二重跳びをやるわけではあり

ません。休憩時間などすぐ終わるので、その時間のチャンスをつかまない

とできないでしょう。つまり、これらのチャンスはすぐ消えてなくなるの

ですぐつかむこと、逃げずにすぐつかむことが挑戦の第一歩です。 

ということで、成長のチャンスから「にげない」「まけない」「あきらめ

ない」ことです。挑戦して成長するために大切なことでした。チャンスか

ら逃げないで、チャンスをつかんだら、ま

けない、あきらめない、蛇のように「ねば

りづよく」乗り越えて「成長する」１年に

しましょう。 

 


